
第４学年国語科学習指導案                                                           

 指導者  中屋 優理 

１ 日時   令和５年１１月１７日（金）２校時（９：５０～１０：３５） 

 

２ 学年・組 第４学年Ｃ組（２５名） 

 

３ 単元名  気持ちの変化を読み、考えたことを話し合おう 

「ごんぎつね」 

４ 単元の目標 

（１）文章全体の構成や内容の大体を意識しながら音読することができる。 〔知識及び技能〕（１）ク 

（２）登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像す

ることができる。                 〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）エ 

   文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。 

                           〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）オ 

（３）言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合お

うとする。                         〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

５ 単元で取り上げる言語活動 

 物語を読み、考えたことを伝え合う活動 

【音読げきをしてごんや兵十の気持ちを想ぞうし、伝え合おう】 

 

６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 文章全体の構成や内容の大

体を意識しながら音読して

いる。（（１）ク） 

① 「読むこと」において、登場

人物の気持ちの変化や性格、

情景について、場面の移り変

わりと結び付けて具体的に

想像している。（Ｃ（１）エ） 

② 「読むこと」において、文章

を読んで理解したことに基

づいて、感想や考えをもって

いる。（Ｃ（１）オ） 

① 登場人物の気持ちの変化や

性格、情景について、進んで

場面の移り変わりと結び付

けて具体的に想像し、学習課

題に沿って考えたことを伝

え合おうとしている。 

 

７ 単元について 

（１）児童観   

本学級の児童は、４月教材「白いぼうし」では、場面と場面のつながりを見付けて考えることで、

登場人物の気持ちを捉える学習を行った。６月教材「一つの花」では、場面を比べて読むことで、

登場人物の気持ちの変化を想像する学習を行った。これら二つの文学的な文章の学習を通して、場

面の移り変わりを意識して、登場人物の気持ちの変化を想像することができるようになってきた。

しかし、複数の場面を結び付けたり、他の登場人物の気持ちと重ね合わせて考えたりすることが難

しく、学習している場面の叙述だけで登場人物の気持ちを考えてしまう児童もいる。 

授業では、多くの児童が登場人物の気持ちやその変化について進んで考えをもつことができる。

国語科学習アンケートでは、「国語科の学習で、自分の感想や考えをもつことができていますか。」

という質問について、９６％の児童が肯定的な回答をしている。しかし、既習事項を踏まえて考え

たり、考えた理由を明確にして伝えたりすることが難しい児童もいる。 

 音読については、意欲的に取り組む児童が多く見られる。「白いぼうし」では、場面の様子や登場

人物の気持ちを音読で表現することで、理解を深めることができた。最初は自信がなく、音読する

ことに抵抗感のある児童が多かったが、声に出して読むことで、登場人物の気持ちを想像しやすく

なることに気付き、自分なりの表現で取り組む児童が増えてきた。 



（２）教材観 

   本単元は、主な指導事項として、「Ｃ読むこと」（１）エ「登場人物の気持ちの変化や性格、情景

について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること」を設定している。これは，第５

学年及び第６学年では、「人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えた

りすること」に発展していく内容となっている。 

   本教材は六つの場面で構成されており、一場面から五場面の多くはごんの視点で描かれている。

児童はごんに寄り添いながら読み進めることができ、ごんの気持ちやその変化を捉えやすい。しか

し、六場面では兵十の視点からの描写が多くなる。そこでまず、大きく変化する兵十の気持ちを想

像することが、ごんの気持ちをより具体的に想像することにつながってくる。また、ごんの気持ち

が直接語られていないため、一場面から五場面までの気持ちの変化と結び付けて想像することが大

切になってくる。 

本文には、随所に登場人物の独話や心内語、優れた情景描写、擬声語などが盛り込まれている。

児童は、様々な叙述を手掛かりに、登場人物の気持ちやその変化を想像することができる。 

これらのことから、登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付

けて具体的に想像していくことを指導するのに適した教材であると考える。 

 

（３）指導観 

   本教材には、現代に馴染みのない道具や生活の様子が描写されており、児童が当時の状況を想像

することは難しい。そのため、事前にタブレット端末を活用して、物語の中に登場する昔の道具や

生活の様子について調べる機会を設ける。そうすることで、場面の様子をつかんで物語を読み進め

ることができると考える。 

   言語活動として音読劇を設定し、叙述に基づいて音読や動作化を行う。音読や動作化は、読み手

が登場人物に同化することを促す。音読や動作化に取り組む中で、登場人物の声（大きさや強弱な

ど）や表情、動きを想像することにより、ごんや兵十の心情に迫ることができると考える。活動を

楽しんで終わりということにならないよう、登場人物の気持ちやその変化を想像するために音読劇

をするという目的を明確にする。また、グループで話し合いながら活動に取り組むことで、自分だ

けでは気付かなかった見方に触れ、登場人物の気持ちについて考えを深めることができるようにす

る。 

   一次では、児童が学習計画を立てたり、初発の感想を基に学習課題を設定したりすることで、見

通しをもって学習に取り組むことができるようにする。学習課題は、初発の感想を書いた際に、児

童が見いだした疑問を基に設定する。児童一人一人の疑問を班や全体交流で精査し、単元のめあて

を達成するために学級で深めていきたいものを学習課題とする。 

二次では、音読劇を通して、一次で設定した学習課題を解決していく。登場人物の気持ちの変化

を想像するためには、行動や様子などに関わる複数の叙述に着目し、それらを結び付けて読む必要

がある。したがって、児童が場面の移り変わりを意識しながら読むことができるように、ごんや兵

十の気持ちの変化が分かる掲示物を作成する。また、音読劇用に学習プリントを用意する。行間を

広くとって本文を印刷しておき、音読劇をする過程で想像した登場人物の気持ちを、児童が書き込

めるようにする。その際には、複数の場面の叙述に基づいて音読や動作化をすることができるよう

に指導していきたい。 

三次では、音読劇発表会を行う。これまでの学習を生かして音読劇をすることにより、物語の世

界をより豊かに想像することにつなげたい。そのために、まずは、二次の学習を振り返る時間を設

け、登場人物の気持ちやその変化を捉えた上で音読劇に取り組むことができるようにする。練習す

る際には、必要に応じてタブレット端末を活用する。音読や動作化の様子を互いに撮影し合い、二

次で学習したことが伝わる表現になっているかを確かめることができるようにする。発表会で自分

の表現を伝えたり、友達の表現のよいところを見付けたりすることを通して、物語を読む楽しさを

味わうことができると考える。発表会後は、音読劇を通して登場人物の気持ちやその変化を想像す

る学習の仕方について振り返る。児童が自分たちの学びを評価することで、達成感を得ることがで

きるようにしたい。 

 

 



８ 単元の指導計画（１４時間扱い） 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

０  

 

○物語に登場する昔の道具や生

活の様子について調べる。 

 

 

○「ごんぎつね」以外の新美南吉

作品を読む。 

 

 

 

○児童文芸雑誌「赤い鳥」を創刊

した鈴木三重吉（本校卒業生）

について知る。 

 

 

・タブレット端末を活用

し、各自で調べることが

できるようにする。 

 

・ブックトークで新美南

吉の作品を紹介し、興味

をもつことができるよ

うにする。 

 

・「ごんぎつね」は、新美

南吉の草稿に鈴木三重

吉が手を入れて「赤い

鳥」に掲載されたもので

あり、教科書で長年扱わ

れてきたことを伝える。 

 

・新美南吉作品や「赤い

鳥」掲載作品のコーナー

を設置し、児童がいつで

も読むことができるよ

うにする。 

 

 

 

一 

１ 

 

○全文を読み、初発の感想を書

く。 

 

 

 

○単元のめあてや、三次で音読劇

発表会をすることを知り、学習

計画を立てる。 

 

 

・一番心に残ったことと

疑問に思ったことを書

くように指導し、学習課

題の設定につなげる。 

 

・既習事項を振り返るこ

とで、本単元の学習に生

かす意欲をもつことが

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

・ 

３ 

 

○場面の中心となる出来事をつ

かむ。 

 

 

 

○各自の疑問をもとに学習課題

を設定する。 

 

・各場面の内容の大体を

つかむために、ごんの行

動に着目するよう指導

する。 

 

・単元のめあてを確認し、

それを達成するために

学級で深めたい疑問を

出し合うことができる

ようにする。 

 



二 

４
・
５ 

  

○ごんの性格を捉え、ごんの気持

ちを想像する。 

 

 

・六場面に向けて、兵十や

村人がごんのことをど

う思っているか考える

ようにする。 

 

・場面の移り変わりと結

び付けて考えるために、

ごんや兵十の気持ちの

変化が分かる掲示物を

作成する。 

 

・音読や動作化をする過

程で登場人物の気持ち

を具体的に想像するこ

とができるようにする。 

 

・登場人物の様子や行動、

情景を表す言葉に着目

し、叙述に基づいて考え

ることができるように

指導する。 

 

・努力を要する児童には、

掲示物やこれまでの学

習プリントを見たり、友

達の考えを聞いたりす

ることで、気持ちを想像

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「読むこと」において、

登場人物の気持ちの変

化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと

結び付けて具体的に想

像している。〔思①〕【発

言・記述】 

 

◎登場人物の気持ちの変

化や性格、情景につい

て、進んで場面の移り変

わりと結び付けて具体

的に想像し、学習課題に

沿って考えたことを伝

え合おうとしている。

〔主①〕【観察・発言・

記述】 

６
～
９ 

 

○ごんの気持ちの変化を想像す

る。 

 

本
時 

 

○ごんを撃つ前と後の兵十の気

持ちを想像する。 

 

11 

 

○兵十に撃たれたごんの気持ち

を想像する。 

三 

 

12 

 

○グループで、音読劇をする場面

を選ぶ。 

 

 

○タブレット端末で撮影しなが

ら、音読劇の練習をする。 

 

・二次の学習を振り返る

時間を設け、音読する場

面を決めるようにする。 

 

・登場人物の気持ちが伝

わる表現方法の工夫を

考えるように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「読むこと」において、

登場人物の気持ちの変

化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと

結び付けて具体的に想

像している。〔思①〕【発

言・記述】 

 

◎文章全体の構成や内容

の大体を意識しながら

音読している。〔知①〕

【音読】 

13 

 

○音読劇発表会をする。 

 

 

 

 

 

 

 

○音読劇を通した学習の仕方に

ついて振り返る。 

 

・音読や動作化の仕方に

理由を付けて、発表を始

めるよう指導する。 

 

・友達の発表のよいとこ

ろを見付け、伝え合うよ

うにする。 

 

・音読劇を通した学習の

よさを互いに認め合う

ことで、達成感を得られ

るようにする。 

 

10 



四 14 

 

○「ごんぎつね」を学習した感想

を書き、単元の学習を振り返

る。 

 

 

 

 

・初発の感想を振り返る

時間を設け、学習後の変

化を捉えることができ

るようにする。 

 

・本単元で活用した読み

方を、今後の読みに生か

していくように伝える。 

 

 

◎「読むこと」において、

文章を読んで理解した

ことに基づいて、感想や

考えをもっている。〔思

②〕【発言・記述】 

 

 

 

９ 単元のゴールの姿 

 

 

・私は、音読げきを通して学習することで、ごんの気持ちがよく分かりました。ごんは、初めはいたず

らばかりする悪いきつねでした。でも、兵十に悪いことをしたと反省してからは、兵十のためにがん

ばってつぐないを続けようという気持ちになったことが分かりました。 

 

・ぼくは、音読げきを通して学習することで、ごんの気持ちがよく分かりました。四場面では、兵十と

加助の会話を聞きながら、ごんは「自分がくりを置いているということを分かってほしい。」と思って

いました。五場面でも、ずっと自分のことを分かってほしいと思っていたのに、「神様にお礼を言うが

いいよ。」と言われて、さらにがっかりしたことが分かりました。 

 

・私は、音読げきを通して学習することで、兵十の気持ちが分かるようになりました。初めはごんをう

つなんてひどいと思っていたけど、兵十にとって、ごんはただ、いたずらをするきつねだったことが

分かりました。だから、ごんがうちの中へ入ったのを見たときは、ぜっ対うってやるという気持ちで

音読しました。 

 

・六場面で「ごん、おまいだったのか、いつも、くりをくれたのは。」を音読したら、ぼくも悲しくなり

ました。兵十は、毎日くりを持って来ていたのはごんだったということに初めて気づき、大変なこと

をしてしまったとすごく後かいしたんだと分かりました。 

 

・六場面の音読げきで、兵十役の○○くんにうたれたとき、ごんに悲しい気持ちがあったことが分かり

ました。つぐないのために、ずっと兵十にくりや松たけを持って行ったのに、うたれるまで自分だと

気づいてもらえなかったからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０ 本時の学習（第二次１０時） 

（１）目標 

兵十の気持ちの変化について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。 

〔思①〕 

（２）展開 

学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ 本時のめあてを確かめる。 

 

 

 

２ 六場面の範読を聞く。 

 

 

３ 班で音読劇をして、ごんを撃

つ前と後の兵十の気持ちを想像

する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ごんを撃つ前と後の兵十の気

持ちの変化について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習のまとめをする。 

兵十は、ごんをぜっ対にうっ

てやろうと思っていました。で

も、ごんがくりを持ってきてい

たことに気づいて、大変なこと

をしてしまったという気持ちに

なりました。 
 

 

 

 

 

・兵十の気持ちが分かる叙述を見付

けながら聞くように促す。 

 

・既習の場面や叙述に基づいて、音

読や動作化をすることを確認す

る。 

・これまでに学習したことを掲示し

ておき、場面の移り変わりを意識

することができるようにする。 

・音読劇をする過程で、想像した兵

十の気持ちを書き込むことがで

きる学習プリントを用意する。 

※努力を要する児童には、掲示物や

これまでの学習プリントを見た

り、友達の考えを聞いたりして音

読や動作化に取り組むよう助言

する。 

 

・音読や動作化をする過程で考えた

兵十の気持ちを発表するように

指示する。 

・気持ちが変化した理由を明確にす

る。 

・話し合った後に、一つの班の音読

劇を紹介し、学習したことを再確

認することができるようにする。 

 

・授業の終わりに、ごん役をした児

童にどんな気持ちになったか問

い、次時の学習につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「読むこと」において、

登場人物の気持ちの変

化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと

結び付けて具体的に想

像している。〔思①〕【発

言・記述】 

 

 

 

 

 

めあて 六場面の音読げきをして、ごんをうつ前と後の兵十の気持ちを想ぞうしよう。 



１１ 板書計画 
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（
児
童
の
発
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書
い
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い
く
。
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ご
ん
を
う
っ
た
後 

・
く
り
を
と
ど
け
に
来
て
く
れ
た
の
は
、 

 
 

・
う
つ
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
。 

ご
ん
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
分
か
っ
て
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な
く
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・
ご
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思
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・
も
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意
外
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・
い
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て 

 
 
 
 

・
死
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な
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き
て
く
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第 4 学年 国語科と平和教育のつながり 

 

国
語
科
（
文
学
的
な
文
章
） 

 

他
教
科
等 

 

 

 

 

 

互いの立場や考えを尊重し、自分の言葉で思いを伝える 

・一次で、「一つの花」を読んで見いだした疑問から

学習課題を設定する。その際に、班や学級全体で話

し合いながら疑問を伝え合い精査していく。 

 

・子供たちが設定した学習課題について迫る際に、班

で話し合ったり、全体で交流したりする。自分の考

えを友達と共有することで、一人一人の感じ方や考

え方に違いがあることに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面の様子をくらべて読み、感想を書こう 

「一つの花」 

 

 

 

 

互いの立場や考えを尊重し、自分の言葉で思いを伝える 

・登場人物の気持ちの変化を想像するために、班で音

読劇に取り組む。音読や動作化を通して、自分が想

像した登場人物の気持ちを班の友達に伝える。 

 

・班で話し合いながら音読劇に取り組むことで、いろ

いろな見方に触れ、登場人物の気持ちについて考え

を深める。 

 

気持ちの変化を読み、考えたことを話し合おう 

「ごんぎつね」 

本川に残されたものにこめられた願いを受けつごう 

 

 

 

 

互いの立場や考えを尊重し、自分の言葉で思いを伝える 

・作品の魅力を考え、班で話し合う。互いに感じた

ことや考えたことを理解し、自分の考えを深め

る。また、他者の感じ方や考え方のよさに気付

く。 

 

・物語の魅力を紹介し合う活動に取り組むことで、

同じ物語でもそれぞれに多様な捉え方があること

を知る。 

登場人物の変化を中心に読み、物語をしょう

かいしよう 

「プラタナスの木」 

「受け継ごう、伝えよう本川音頭」（総合的な学習の時間） 

・本川音頭を地域の方（本川音頭保存会）に教わる。 

・保存会の方の思いを聞き、本川音頭に込められた願いを考える。 

「広島のひばくと伝えたいこと（平和ノート）」（社会科、道徳、国語科） 

・原子爆弾投下前後の様子を比較したり、原子爆弾の影響を調べたりすること

を通して、原子爆弾による被害について知る。 

・戦争が激しくなり、大好きなピアノを弾くことができなくなった明子さんの

気持ちを考え、自分の生活とつなげて思ったことなどを話し合う。 

・これまで学習してきたことから、自分たちが残したいものや伝えたいことに

ついて話し合う。 

「灯ろうづくり」（総合的な学習の時間） 

・平和な世の中にするために自分ができることを考えて灯ろうに書き、考えた

ことを表現する。 

 

 

「きょう土の伝統や文化と先人たち」（社会科） 

・原爆ドームや原爆の子の像などについて調べ、人々の願いや、それをこれか

らどのように受け継ぐのか考える。 

「本川のひばくについて調べよう」（総合的な学習の時間） 

・本川地区の被爆建物や被爆樹木、慰霊碑などについて調べ、被爆の実相を

知る。 

・調べて分かったことをまとめることを通して、平和を願う地域の人々の思

いを考える。 

「上手な主張の仕方」（特別活動） 

・自分の主張を一方的に言うのではなく、相手の立場や状況を考えて伝えるこ

との大切さに気付く。 


